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ABSTRACT
Intense Heavy-Ion Linac system was proposed for the experiment o f heavy ion 

beam pumped laser. It consists o f a RFQ type linac and an IHQ type linac. the 
f i r s t  stage linac, RFQ, was designed to accelerate partic les  with charge to mass 
ratio  o f  1/16 up to 200kev/amu. Its transmission e f f ic iency  is 92% neglecting 
space-charge e f fects .

東 工 大 ■ 原 子 炉 研 高 強 度 重 イ オ ン 線 形 加 速 器 の 設 計

1 • はじめに
東 京 工 業 大 学 原 子 炉 工 学 研 究 所 で は 重 イ オ ン 励 起 レ ー ザ ー 研 究 用 の 高 強 度 重 イ オ ン 線 形  

加 速 器 の 建 設 を 予 定 し て い る 。加 速 器 は 前 段 の R R Q 型 ラ イ ナ ッ ク と 後 段 の I H Q 型ライ 
ナ ッ ク に よ っ て 構 成 さ れ る 。今 回 は ，ほ ぼ 基 本 設 計 の 完 了 し た R F Q 型 ラ イ ナ ッ ク 及 び そ  
の 軌 道 解 析 を 主 に 報 告 す る 。

2 . R F Q 型ライ ナ ッ ク
シ ス テ ム の 前 段 加 速 器 と し て 次 の よ う な 条 件 が あ げ ら れ る 。
① 電 荷 数 対 質 量 数 比 1 / 1 6 の 粒 子 ま で 加 速 可 能 な 構 造 と す る ニ
② 全 長 を 約 4 m に す る 。
③ 出 射 エ ネ ル ギ ー を 2 0 0 k e v / a m u 以 上 に す る 。
@ 1 0  m A 程 度 の 電 流 量 に 対 し て も 良 好 な ト ラ ン ス ミ ッ シ ヨ ン が 得 ら れ る よ う に す る 、 

上 記 の う ち ② は コ ス ト 及 び 設 置 場 所 の 制 約 か ら で あ り ，③ は 後 段 の I H Q 型 ラ イ ナ ッ ク が  
そ の 独 特 の 構 造 上 あ る 程 度 以 上 の 入 射 エ 木 ル ギ 一 が 必 要 で あ る こ と か ら ぐ る も の で あ る 。

以 上 の こ と な ど を 検 討 し た う え で 4 ベ イ ン 電 極 樺 造 と し ，ベ イ ン • パラメ  一 夕の 最 適 化  
を 計 算 機 コ ー ド PARMTEQ，GENRFQを 使 っ て 行 っ た 。PARMTEQは LANLで 開 発 さ れ た ビ —ム . 
シ ミ ユ レ 一 シ ヨ ン ■ コ ー ド で ビ ー ム 軸 に そ っ て 入 力 さ れ た デ - タ を 使 っ て セ ル 長 を 計 算 し  
粒 子 の 軌 跡 を 計 算 す る 。GENRFQは ，PARMTEQへ の 適 切 な 入 力 デ ー タ （セ ル 毎 の ベ イ ン の 変  
調 係 数 ，同 期 位 相 ，最 小 ビ ー ム ，ア パ ー チ ャ 半 径 な ど ）を 作 り 出 す 東 大 核 研 で 開 発 さ れ た  
コ 一 ド で あ る 。

DSIGN OF INTENSE HEAVY-1 ON LINAC  AT T IT



決 定 し た パ ラ メ 一 夕 を Table- 1 及 び F i g - 1 に 不 す

Principal Param eters  o f  the TIT RFQ

C h a r g e -to -m a s s  r a t i o ， 21/16
Operating frequency  (MHz) 80
Imput e n e r g y (k e v /a m u )  5
Output energy  (k e v /a m u )  202
Normaraized em ittance ,t  „ (cm • m rad) 0.05r
Cavity length ( c m ) 400
Cavity d ia m e te r (cm )  70
Vane le n g th (c m ) 394
Total number o f  c e l l s  272
C h arac ter is t ic  bore  rad iu s ,r0 ( cm ) 0.49
Minimum bore  rad iu s .a .  i n (cm) 0.30
Margin o f  bore  radius.c w t n/ a b e 1.1
Maximum m od u la t ion fm »a *. 2.1
Focusing strength ,b 3.2
Maximum d e fo cu s in g  strength ,A b -0 .048
Synchronus ph ase ,多* ( d e g } -90-*~B0
Mximum f ie ld (K i lp a t )  2.2
T ran sm iss ion (% ) (0mA im put) 92

(5mA i m p u t )  83
(10mA i m p u t )  72

RM prebuncher booster

shaper

■ 3 0

9 0

£
2 .5

accelerator

4 0 0

2 0 0

Table-1
c e l l

Vane parameters for TIT RFQ as a function o f  cell number.

Fig-1
に よ っ て 図又 ，PTMTEQに よ り 計 算 さ れ た 各 セ ル で の 粒 子 座 標 は 計 算 機 ゴ — ド0UTPR0C

表 示 で き る 。 F ig -2 ,  F ig -3 に こ れ を 示 す 。
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F i g - 2 入 射 時 ，及 び 出 射 時 に お け る 位 相 空 間 上 の 粒 子 の 様 子 。 ( O m A )



入 射 時 ， 及 び 出 射 時 に お け る 位 相 空 間 上 の 粒 子 の 様 子 。 ぐ （ 1 0 m A )

通 過 効 率 は 0 m A の 時 で 9 2 % ， 1 0  m A の 時 で も 7 2 % と い う 計 算 結 果 が 得 ら れ た ◊ 

3 . 今 後 の 計 画
R , Q 型 ラ イ ナ ッ ク に つ い て は ，モ デ ル テ ス ト を 経 て 実 器 の 制 作 。 I H Q 型 ラ イ ナ ッ ク  

に つ い て は ，空 間 電 荷 効 果 を 考 慮 し た 軌 道 解 析 と 基 本 設 計 が 当 面 の 課 題 で あ る 。 最 終 的 に  
は 核 子 当 り 6 0 0 k e v ま で 安 定 に 加 速 で き る シ ス テ ム を 完 成 す る 予 定 で あ る •
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